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東アジア文化都市2017京都 「アジア回廊  現代美術展」
会期： 8月19日（土）－10月15日（日） 
時間： 京都芸術センター 10:00－20:00 
  元離宮二条城 8:45－17:00 （なお二の丸御殿台所・東南隅櫓は9:00-16:45、最終入城16:00）

会場： 京都芸術センター、元離宮二条城
出展作家：西京人、草間彌生、堀尾貞治＋現場芸術集団「空気」、今村源、中原浩大、三嶋りつ惠、やなぎ

みわ、伊藤存、宮永愛子、花岡伸宏、久門剛史、谷澤紗和子、ヒスロム、中村裕太＋谷本研、キム
スージャ、チェ・ジョンファ、オ・インファン、ハム・キョンア、ミックスライス、ヒョンギョン、ツァイ・グオチャン

（蔡國強）、ヤン・フードン（楊福東）、ルー・ヤン（陸揚）、ヘ・シャンユ（何翔宇）、タオ・フイ（陶輝）

主催： 京都市、東アジア文化都市2017京都実行委員会
運営： 東アジア文化都市2017京都現代美術部門運営委員会
共同企画：京都芸術センター
問合せ：京都いつでもコール　TEL：075-661-3755
※チケット情報はP2を、期間中のイベント等の詳細はウェブサイトをご覧ください www.asiacorridor.org

東アジア文化都市2017京都

この夏、京都芸術センターと世界遺産「元離宮二条城」に、
日本、中国、韓国を代表するアーティストが集結！

「アジア回廊 現代美術展」は、8月から11月に行われる東アジア文化都市2017京都の
コア期間の現代美術部門を担うメインプログラムとして、日中韓の現代アーティスト25
組を紹介します。
メイン会場は、江戸時代の始まりと終焉の地、大政奉還の舞台にもなった世界遺
産「元離宮二条城」と、国の有形文化財でもある「京都芸術センター」。今を生き
る日中韓の現代アーティストたちによる多数の新作を含むダイナミックな最新現代
アートを、400年以上続く歴史的建造物や情緒溢れる元小学校の中で見ることの
できる貴重な機会になります。

アジア回廊

TO P I C  01

現代美術展

2015年に京都市美術館でのPARASOPHIA：京都
国際現代芸術祭において大規模な作品を展示した
蔡國強が、ふたたび京都に帰ってきます。今回は船
をモチーフにした大作を予定。蔡さんらしいウィットに
富んだダイナミックな作品が二条城に降り立ちます。

日本勢のほとんどが
京都ゆかりのアーティスト
日本人アーティストは京都もしくは関西にゆかりのあ
る人ばかり。大半のアーティストが本展のために長
期間かけて新作を制作しています。元離宮二条城
や京都芸術センターの歴史的建造物の中で、これ
ほどのまとまったボリュームで新作が見られる機会は
ほとんどありません！

～草間彌生、蔡國強、キムスージャ～
現代アート界のスターが歴史に挑む！

Asia Corridor - Contemporary Art

80年代生まれのアーティストを多数紹介しており、最
も若いアーティストは1987年生まれ！ 彼らは日中韓を
出身地としながらも、活躍の場はアジアのみならずベ
ルリンやNYなど世界各地に渡ります。きっと、アジア
アートシーンの熱い勢いを感じる事ができるはず！

世界のアートシーンで活躍する、
日中韓の若手を多数紹介

①ツァイ・グオチャン（蔡國強） / Cai Guo-Qiang ②へ・シャンユ（何翔宇） / He Xiangyu ③今村源 / Imamura Hajime ④三嶋りつ惠 / Mishima Ritsue

⑤やなぎみわ / Yanagi Miwa

⑥中原浩大 / Nakahara Kodai

⑦久門剛史 / Hisakado Tsuyoshi

⑧伊藤存 / Ito Zon

⑨ヒョンギョン / Hyon Gyon

⑩宮永愛子 / Miyanaga Aiko

⑪草間彌生 / Kusama Yayoi

⑫ルー・ヤン（陸揚） / Lu Yang

⑬ミックスライス［チョ・ジウン、ヤン・チョルモ］ / 
 mixrice (Cho Jieun, Yang Chulmo)

⑭中村裕太＋谷本 研 / Nakamura Yuta + Tanimoto Ken⑮花岡伸宏 / Hanaoka Nobuhiro⑯オ・インファン / Oh Inhwan⑰タオ・フイ（陶輝） / Tao Hui⑱ハム・キョンア / Ham Kyungah

⑲ヒスロム / hyslom

⑳谷澤紗和子 / Tanizawa Sawako

㉑キムスージャ / Kimsooja

㉒ヤン・フードン（楊福東） / Yang Fudong

㉓チェ・ジョンファ / Choi Jeonghwa

㉔堀尾貞治＋現場芸術集団「空気」 /
Horio Sadaharu + On-Site Art Squad KUKI

㉕西京人（サイキョウジン） / Xijing Men

〈クレジット〉
①Photo: Hiro Ihara Courtesy: Cai Studio ③Photo: 表恒匡 ④Photo: Andrea Martiradonna 
⑤Photo: 表恒匡 ⑥Photo: 福永一夫 Courtesy of the artist ⑦Photo: 怡土鉄夫 ⑧Photo: 高橋
健治 Courtesy: Taka Ishii Gallery ⑨Photo: Sarah malmude ⑩Photo: 豊永政史 ©MIYANAGA 
Aiko  Courtesy: Mizuma Art Gallery ⑪©YAYOI KUSAMA ⑭Photo: 麥生田 兵吾 ⑯Courtesy 
of the Artist ⑱Photo: Caska Courtesy of the artist ⑲Courtesy of the artist ⑳Photo: 賀集
東悟 ㉑Photo：Aaron Wax Courtesy: MMCA and Hyundai Motor Co. and Kimsooja Studio 
㉒ Courtesy of Yang Fudong and ShanghART Gallery ㉔Photo: Geneviève Haraguchi
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前に
お申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術
センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブ
サイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

展覧会
『The Point in Front Is Not the Point in 
Front Is Not』
会期：	7月13日（木）－8月13日（日）

	 10:00－20:00
		  ※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南
出展作家：ユーディット・ゼング、谷中佑輔
主催：	京都芸術センター
企画監修：東山 アーティスツ・プレイスメント 

サービス（HAPS）

助成：	ゲーテ・インスティトゥート・ヴィラ鴨川
テキスタイル協力：Kvadrat

［関連企画①］ アーティスト・トーク
日時：	7月23日（日）14:00−15:30
会場：	和室「明倫」
進行：	遠藤水城（HAPS エグゼクティブディレクター）

主催：東山 アーティスツ・プレイスメント・サー
ビス（HAPS）、京都芸術センター
※入場無料・事前申込不要

［関連企画②］谷中佑輔 パフォーマンス
日時：7月23日（日）、30日（日）、
	 8月6日（日）、13日（日）

	 各日17:00−18:00
会場：	ギャラリー南
※入場無料・事前申込不要・途中入退場自由

伝統

夏休み能楽体験教室－発表会－
能楽の仕舞と囃子を学んだ子どもたちの成果
発表、および講師陣による半能「橋弁慶」や仕
舞の実演。
日時：	8月3日（木）10:30－12:20頃
会場：	大江能楽堂（中京区）

出演：	夏休み能楽体験教室受講生、講師
※入場無料・事前申込不要

トラディショナル・シアター・トレーニング
2017 成果発表会
国内外からの参加者が第一線で活躍する講師
の下で、能・狂言・日本舞踊の集中稽古を行うト
ラディショナル・シアター・トレーニング（T.T.T.）。
発表会では3週間の稽古の成果を披露します。
日時：	8月8日（火）開場15:30 開演16:00
会場：	大江能楽堂（中京区）

出演：	T.T.T.2017参加者、講師
※入場無料・事前申込不要

京の文化絵巻2017
～文学吟詠舞劇と邦楽の飛翔～
日時：	8月12日（土）開場14:30 開演15:00
会場：	講堂
演目：	文学吟詠舞劇
　　　「智恵子抄断章－千鳥と遊ぶ智恵子－」、

－古典芸能十八番中の十八番 道成寺も
の－より「古道成寺」

出演：	大木冨志、廣青隴、藤蔭静樹、藤蔭静亜樹 ほか
料金：	1,000円
主催：	公益財団法人京都市芸術文化協会

東アジア文化都市2017 京都

チェ・ジョンファ ワークショップ
東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代
美術展」の出展作家である韓国人アーティスト
のチェ・ジョンファによる創作ワークショップ。1
万個のザルを使って二条城で展示される作品を
みんなで一緒につくりましょう。
日時：	7月29日（土）、30日（日）11:00－16:00
会場：	講堂
講師：	チェ・ジョンファ

対象：	小学校3年生以上
料金：	無料
定員：	各日20名（先着順・要事前申込）

問合せ：東アジア文化都市2017京都現代美術
部門運営委員会

　E-mail：info@asiacorridor.org

東アジア文化都市2017京都
「アジア回廊 現代美術展」
会期：8月19日（土）－10月15日（日） 
	 京都芸術センター 10:00－20:00 

元離宮二条城 8:45－17:00（二の丸御殿台

所・東南隅櫓は9:00-16:45、最終入城16:00）

会場：	京都芸術センター、元離宮二条城
料金：［現代美術展］
　　　　前売400円／当日600円
　　　［二条城入城＋現代美術展］
　　　　前売セット券 1,000円
　　　　当日セット券 1,200円
※［現代美術展］のみのチケットの場合、二条城への

入城に別途料金が必要
※京都芸術センターは無料
チケット取扱：京都芸術センター ほか
主催：	京都市、東アジア文化都市2017京都実

行委員会
運営：	東アジア文化都市2017京都現代美術部

門運営委員会
共同企画：京都芸術センター
問合せ：京都いつでもコール
　TEL：075-661-3755

※期間中のイベント等の詳細はウェブサイトをご覧く
ださい www.asiacorridor.org

※Topic01（P1）、Topic02（P4）もご覧ください

建築

建築S
シンポシオン

ymposion
－日独仏の若手建築家による－
日独仏の先鋭の若手建築家が6月のシンポジウ
ムで話し合った内容を基に、京都芸術センター
のグラウンドに9日間だけ建築物を設置します。
会期：	8月26日（土）－9月3日（日）10:00－20:00
※会期中無休・入場無料
会場：	グラウンド
監修：	五十嵐太郎（建築批評家、東北大学教授）

参加建築家：ドットアーキテクツ（マスターアーキ

テクト）、加藤比呂史、島田陽、スヴェン・
プファイファー、ルードヴィヒ・ハイムバッ
ハ、セバスチャン・マルティネス・バラ／
バンジャマン・ラフォール

※東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代美術
展」特別連携事業

［関連企画］
トークイベント①
日時：	8月26日（土）18:30－20:00
出演：	五十嵐太郎 ほか
オープニングパーティー
日時：8月27日（日）16:00－20:00 
トークイベント②
日時：8月28日（月）18:30－20:00  
出演：スヴェン・プファイファー、ルードヴィヒ・

ハイムバッハ ほか
※入場無料、事前申込不要

主催：	京都市、京都芸術センター、ゲーテ・イン
スティトゥート・ヴィラ鴨川、アンスティチュ・フ
ランセ関西、ヴィラ九条山

※Topic03（P4）もご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

※詳細はウェブサイトをご覧ください

壁ノ花団「セリフを書いて読んでみる」
イラストや絵画、漫画のワンシーンなどから思
いつくセリフを考え、声に出して読んでみます。
日時：	8月5日（土）14:00－16:00
会場：	制作室3
定員：	10名
持物：筆記用具

劇団ZTON「劇団ZTON殺陣教室 入門編」
劇団ZTONが得意とする「殺陣」をレクチャーし
ます。 「殺陣（たて）」とは刀や拳を使った立ち回
りの事です。 ワークショップでは、木刀を使った
立ち回りに挑戦します。 基礎の形から簡単な組
み手まで、誰でも気軽にできるプログラムです。
日時：	8月5日（土）19:00－21:00
会場：	制作室3
定員：	15名
※動きやすい服装でお越しください

演劇ユニット よいとな
「演じることってなんだろうを一緒に考える
ワークショップ」
よいとなが、映画出演やダンスの現場などで得
た感覚を、参加者と共有しながら行う、答えの
ない実験的な時間です。「演じる」、「伝える」に
重きをおくのでなく、「受けとめる」、「聴く（もしく

はあえて聴かない）」ことを丁寧に行います。
日時：	8月7日（月）19:00－21:30
会場：	制作室11
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

シアターリミテ「はじめての『大人の群読』」
大きな声を出す楽しさ。合唱や輪唱のようにみ
んなで合わせる醍醐味。群読は誰でも始めるこ
とができ、それでいて奥の深い表現です。シニ
アの方もぜひご参加ください。
日時：	8月20日（日）10:30－13:00
会場：	制作室11
定員：	10名
持物：	筆記具、タオル
※動きやすい服装でお越しください

日置あつし「日舞的振付ワークショップ」
日置あつしがこれまで分析してきた日本舞踊の
身体操作方法を用いて、参加者自身がダンスの
振付けを作ります。
日時：	8月24日（木）19:00－21:00
会場：	制作室10
定員：	12名
対象：	一般からダンサー、演出家、振付家など
持物：	飲物、タオルなど
※動きやすい服装でお越しください
※浴衣、足袋などを着たい方は、19時に始められる

ようご自身で着付けてください

制作支援事業

トランク企画『口kuchi』
口をモチーフに、俳優たちが即興でお届けする
オムニバスの物語。
日時：	8月3日（木）、4日（金）19:30
会場：UrBANGUILD（中京区）　　
料金：一般前売2,000円／当日2,300円 
	 学生1,500円（前売・当日共）

	 リピーター1,500円 ※１ドリンク制

問合せ：トランク企画	
　TEL：090-5964-2210　　　　　　
　E-mail：trunkkikaku@yahoo.co.jp

きたまり / KIKIKIKIKIKI 新作ダンス公演
『悲劇的』
マーラー交響曲第6番イ短調『悲劇的』全曲を使
用しダンス作品を上演します。
日時：	8月4日（金）19:00
	 5日（土）、6日（日）15:00
	 7日（月）19:00
	 8日（火）15:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）

料金：	一般予約2,700円／U25 2,300円 
※当日受付で年齢を証明できるものをご提示

ください
	 当日3,000円（一般・U25共）

問合せ：KIKIKIKIKIKI
　TEL：080-5345-9906（8月2日－8日のみ)

　E-mail：ki6dance@gmail.com

ウミ下着『すべてがダンスになる〜家で篇〜』
この世界にあるすべてのものがダンスになりえ
ることを証明する公演。
日時：	8月10日（木）16:00
	 11日（金・祝）、12日（土）13:00／16:00
会場：	お屋敷再生複合ショップ練（大阪市中央区）

料金：	一般前売2,500円／当日2,800円　
	 学生前売1,500円／当日1,800円
	 ペアチケット4,500円
問合せ：ウミ下着
　TEL：090-9610-5952（ナカニシ）

　E-mail：info@umishitagi.com

支援内容：
・	制作費200,000円（内税）

・	往復の航空券（日本－シドニー間）
・	宿泊場所、スタジオの提供
・	コーディネーターのサポート
募集期間：8月1日（火）－9月30日（土）

詳細は京都芸術センターで配布中の募集
要項および応募用紙をご確認ください。
ウェブサイトからのダウンロードも可。

KYOTO EXPERIMENT
京都国際舞台芸術祭2017
フェスティバルの運営を支えるサポートスタッ
フと短期インターンシップを募集します。

［1］サポートスタッフ募集
舞台芸術やボランティア経験がなくても参
加可能。
活動期間：9月中旬－11月上旬
対象：	上記期間に5回以上参加可能な方

［2］短期インターンシップ募集
現場スタッフの一員として、スタッフの指
導を受け、活動。
研修期間：9月中旬－11月上旬
対象：	上記期間に必ず7日以上参加可能な方

締切：8月31日（木）〔必着〕

問合せ：KYOTO EXPERIMENT事務局
　TEL：075-213-5839(11:00－19:00)

　WEB：http://kyoto-ex.jp
※応募方法等、詳細は公式ウェブサイトにてご

確認ください。

東アジア文化都市2017京都
「京都の文化力事業」
日本の音 入門 ワークショップ

〈感じてみよう・ふれてみよう日本の音〉
参加者募集
6種類の和楽器（箏、三味線、尺八、鉦、締太

鼓、横笛）を体験した後、希望の楽器で曲を
練習し合奏します。希望者は、9月17日（日）

のレクチャーコンサートに出演できます。
コンサート出演者には、着物を貸し出しま
す（無料・着付込）。
日時：	9月8日（金）①10:30－12:00
	 ②13:30－15:00
会場：	フリースペース
対象：18歳以上（初心者・留学生歓迎）

料金：	無料
定員：	各回20名（定員を超える場合は抽選。9

月17日に参加できる方を優先）

申込方法：ウェブサイト申込フォームもしく
はTELにて、希望の回・氏名・性別・
電話・年齢または学年・9月17日の
レクチャーコンサートへの参加（集合

9:00、解散17:00予定。会場：京都芸術セ

ンター）の有無をお知らせ下さい。
締切：	8月20日（日）

※8月中に応募者全員に事務局からご連絡します。
※希望の楽器が偏った場合は、当日、抽選を行

います。

Co-program カテゴリーC（共同実験）

採択企画 「内臓語にもぐる旅」
リサーチメンバー募集！
鳥公園主宰の西尾佳織と共同で行う、言
葉と身体についてのリサーチプロジェクト

「内臓語にもぐる旅」に参加するリサーチ
メンバーを募集します。
対象：	この企画に参加することが、自身の

活動と切実に結び付く方。活動日程
に全て参加できる方。普段の活動
ジャンル、創作活動の有無は不問。

募集期間：7月4日（火）－8月7日（月）

募集人数：若干名
活動日程：8月23日（水）、9月23日（土・祝）、10

月14日（土）、11月13日（月）－19日（日）

※各日14:00－20:00のうち4時間程度を予定。
交通費相当額を支給

「建築S
シンポシオン

ymposion－日独仏の若手
建築家による－」設営ボランティア募集
設営・撤去を手伝うボランティアを募集しま
す。ドットアーキテクツの指揮の下、3ヶ国
の建築家が挑む建築プロジェクトに、皆さ
んも参加してみませんか。
期間：	8月21日（月）－9月5日（火）（予定）

応募条件：
・	アートや建築に興味があり、積極的に学

び、活動したいと考えている方。
・	8月のグラウンドで設営作業ができる、

健康な方。
応募方法：E-mailに氏名・連絡先・所属（大

学・学科名など）・使用できる言語・自
己紹介・応募動機を記入の上、件
名を「建築ボランティア希望」として

（architecture@kac.or.jp）まで。
締切：	8月15日（火）

Artist-in-Residence
Exchange Program：ソウル・ダンス・
センター コレオグラファー募集
ソウルダンスセンター（SDC）とのエクスチェン
ジプログラムにて、2018年6～7月にソウル
ダンスセンターでリサーチ、クリエイションに
取り組むコレオグラファーを募集します。
支援内容：
・	制作費1,800,000韓国ウォン
   （約175,000円相当 ※2017年6月現在）

・	往復航空券（日本－韓国間）

・	宿泊場所、スタジオの提供
・	コーディネーターのサポート
募集期間：7月20日（木）－9月30日（土）〔必着〕

Artist-in-Residence
Exchange Program：ART SPACE
参加アーティスト募集
2018年4月－6月にART SPACE（シドニー・

オーストラリア）でリサーチ、制作に取り組む
アーティストを募集します。オーストラリア・
アーツ・カウンシルとの連携プログラム。

東アジア文化都市2017京都
『日輪の翼』京都公演
日時：	9月14日（木）－17日（日）18:00
会場：	河原町十条 タイムズ鴨川西ランプ

特設会場（南区東九条柳下町）

演出・美術：やなぎみわ
料金：全席自由席
	 一般前売3,500円／当日3,800円　
	 学生前売3,000円／当日3,500円
※東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現

代美術展」チケット(使用済み可)をご提示いた
だくと、当日券が前売価格となります。

※就学前のお子様はご入場できません

チケット取扱：京都芸術センター、ロー
ソンチケット0570-000-407（オペ

レーター対応 10:00－20:00）［Lコード：

51740］ http://l-tike.com/、ぴあ
0570-02-9999［Pコード：458-710］  

※CoRichチケット、ハイウッドでの予約
も可

主催：	東アジア文化都市2017京都実行
委員会、京都市、一般社団法人
MIWA YANAGI OFFICE

問合せ：ハイウッド
　TEL：03-3320-7217(平日11:00－19:00)

　E-mail：miwayanagioffice@gmail.com
　WEB：http://nichirinnotsubasa.com/

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

第247回市民狂言会
夏休みにご家族でお楽しみいただける特
別編。初めて狂言を鑑賞される方にもオス
スメの内容です！
日時：	8月9日（水）開場13:30 開演14:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	蝸牛、棒縛、竹生島詣、鶏聟
出演：	茂山千作、七五三、あきら、千五郎 

ほか 
料金：	高校生以下500円／前売2,500円

／当日3,000円 

チケット取扱：京都芸術センター、大丸京
都店、高島屋京都店、チケットぴあ 

（Pコード：459-370）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・
イレブン、サークルＫサンクス）の専用端末
などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999
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撮影：守屋友樹

撮影：前谷開

撮影：井上嘉和

展覧会『The Point in Front Is Not the Point in Front Is Not』（7/13－8/13）

東アジア文化都市2017京都 「アジア回廊 現代美術展」（8/19－10/15）

建築S
シンポシオン

ymposion
－日独仏の若手建築家による－（8/26－9/3）

［明倫WS］劇団ZTON「劇団ZTON殺陣教室 入門編」

［明倫WS］シアターリミテ「はじめての『大人の群読』」

［明倫WS］日置あつし「日舞的振付ワークショップ」

［明倫WS］演劇ユニット よいとな
「演じることってなんだろうを一緒に考えるワークショップ」

夏休み能楽体験教室－発表会－（於：大江能楽堂）

トラディショナル・シアター・トレーニング2017 成果発表会（於：大江能楽堂）

京の文化絵巻2017 ～文学吟詠舞劇と邦楽の飛翔～

［関連企画］谷中佑輔 パフォーマンス ［関連企画］谷中佑輔 パフォーマンス

［明倫WS］壁ノ花団「セリフを書いて読んでみる」

［関連企画］トークイベント①

［関連企画］オープニングパーティー

［関連企画］トークイベント②

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 2726
sat sun sun monsunfrithu

31302928
mon monwed thu fri fri sat monfri sunthu thu thusat satwed wed wed wedtue tuetue tue tue

テレサ・ハッキョン・チャの『ディクテ』というテキスト
は、複数の言語や写真、絵によるコラージュと引用で
構成されており、コリアン・ディアスポラであるチャ自身
の所在なさを映し出している。その言葉を語るのは誰
なのか。そして誰に届けられるのか。難解なテキストだ
が、これまでも松田正隆や三浦基による演出、山田う
んによるダンス作品として度々上演されてきた。

和田ながら演出によるしたための本作品は、多和田
葉子の『文字移植』に続いて林葵衣が美術を担当。暗
闇からの声に耳を澄ませていると、少しずつ俳優たち
の姿が浮かび上がってくる。『文字移植』では俳優と観
客の間をアクリル板で隔てたが、今回は半透明のオブ
ラートが幕のように張られており彼らの顔はぼんやりと
しか分からない。書き手の所在の不明瞭さが示されて
いるようにもみえる。

俳優たちはディクテ、すなわちフランス語の書き取り
の練習を、発語によって行う。『文字移植』とも共通す
るのは、その口元に焦点があてられることだ。シュヴァ
ンクマイエルの映画よろしく、オブラートを食いやぶる
ことで、口という器官の執拗に動く様が強調される。他
国語の強制的な反復練習は時に滑稽なものとなるが、
大量の水分を含むことでオブラートがべろんと床に落
ちる様は、別の言語を強制的に獲得するグロテスクの
なれの果てだろうか。

母語を話せない苦痛も示される。石を咥えた俳優
の傍らで、別の俳優がチャの母親の満州での生活を

我々はどこから来たのか、我々は何者か、我々はど

こへ行くのか。ポール・ゴーギャン（1848－1903）が晩年

に南太平洋の孤島タヒチで描いた作品名である。ゴー

ギャンは、タヒチで原初的な人間の生命力や創造力に

触れ、汚れなき自然を探求し続けた。アーティスト・黒

宮菜菜企画による『のっぴきならない遊動』展は、かつ

てゴーギャンが探求した先の問いに対する応答といえ

るかもしれない。企画の出発点は、人類のアフリカから

アジアへの拡散＝遊動という人類学における「我々はど

こから来たのか、我々は何者か」という研究成果に基づ

くものだ。そこから黒宮は身体性の強い作家である二

藤建人、若木くるみを招き、展示を行った。

二藤の《人間、不在を映す鏡》は、展示空間に環境音

が鳴り響くサウンドインスタレーションだ。ハーフミラー

の壁に沿って階段を上ると、すり鉢状をした大きな土穴

が現れる。土中には顔や手など身体の一部が見え、ポ

ンペイ遺跡のようだ。これら身体の痕跡は二藤が土山

に体当たりして形跡をかたどった過去作品《反転の山》

を素材としているという。二藤は、鏡や巨大な穴（山）と

いう反転構造を通じて、世界や身体の裏側に潜む空虚

な空間、痕跡や闇へと我 を々誘導する。

黒宮は、日本人の祖先が東アジアから草舟に乗り日

本に上陸した起源にもとづき、舟や人物をモチーフにし

た大作絵画《舟に乗る》、《別れ道》を展示した。万華鏡

したため『ディクテ』
６月22日（木）－25日（日）

アトリエ劇研（京都市左京区）

『のっぴきならない遊動：
黒宮菜菜／二藤建人／若木くるみ』
5月25日（木）－7月2日（日）

京都芸術センター（京都市中京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　8 / 1 ▲ 8 / 31

言葉の間隙を縫う

我々はどこから来たのか、
我々は何者か、
我々はどこへ行くのか

演劇

美術

須川渡
平田剛志

語る。母親の母語である韓国語は石で口を塞ぐことに
よって身体に封じ込められる。宗主国や満州の言語に
抑圧され母語を話せなかった母親とチャの姿が重ね合
わせられる。その他にも何度試みても相手に通じない
電話や筆記体の執拗な書き取り練習など、「言葉に対
する痛み」の感覚が様 な々方法で表されていた。

このテキストの上演が困難なのは、翻訳された日本語
もチャや語る女たちにとっては母語を奪った存在である
ということだ。ユ・グァンスンという少女が行った日本へ
の抵抗運動を語る際、俳優たちは自分たちの口に手を
入れながら発語する。淡 と々語られる出来事に対し、手
はまとわり付くように自分たちの口をなぞり、それらの事
実を隠蔽しているようにもみえる。また、彼女たちの痛み
の所在は、観客である私たちにも向けられた。パフォー
マンスの序盤、山口惠子は観客の視線を意識しながら、
発話する際の身体のこわばりを再現する。俳優の発話
は観客である私たちの視線によっても規定される。私た
ちもまた、彼女たちの母語を奪った存在であるかもしれ
ない。行為のそれぞれは、宛てのないテキストを手探り
で私たちのもとへ引き寄せる試みであるようにも思えた。

本来したためられた言葉は記録され誰かに届けられ
る。しかし、したための作品で扱われるのは、その間で宙
づりとなってしまう記憶や感情だ。言葉の間隙にひそむ
微細なほころびや寄る辺なさ。それをすくうのがパフォー
マンスという形式であることに大きな意味を感じる。

（6月22日、25日の回を観劇）

を思わせる夢幻的で水面上を揺らぐような画面に魅了

される。この不可思議なイメージは赤・青・黄を混ぜた

染料を2枚重ねの画仙紙に描くことで生まれる。染料の

予期せぬ揺動とシンメトリーに構成された図像の反復・

反転は、青写真のように私たちの視覚に焼き付けられ、

イメージの起源へと我 を々立ち会わせる。

若木は剃り上げた後頭部に顔を描き、パフォーマン

スや絵画、映像制作を行うアーティスト／アスリートと

いう「２つ」の顔をもつ。和室・明倫での《熱の痕の暇～

満点の女～》は自身が走破したマラソンや出演したバ

ラエティ番組を素材に和室空間を解体したインスタレー

ションだ。また、《鯖街道77km》は、福井・小浜～京都・

出町柳間を走る鯖街道ウルトラマラソンに出場した若

木と共走者の武内明子が「鯖」の魚偏と靑旁の文字を

あしらった自作のユニフォームに身を包み、冷凍の鯖を

身につけて走破した記録である。これら若木の後頭部

の顔や漢字のユニフォームは言うまでもなく自身では見

ることができない。ゆえに、他者を必要とする「遊動」な

のだ。若木の後頭部の顔が見つめるのは、「我々はどこ

から来たのか」ならば、これから若木はどこへ向かうの

か。我々は追走するしかない。

以上、3者に共通するのは身体だけではなく、中沢新

一の『対称性人類学』を思わせる対称性や相似性が挙

げられるだろう。それは、現実から遊離したもう一つの

世界・他者を求める対称性芸術学である。彼らはどこへ

行くのか、これからも目が離せない。

すがわ わたる／大阪大学招へい研究員●アトリエ劇研で観劇できるの
もあとわずかになりました。８月末の閉館まで、その空間をしっかり味わ
いたいと思います。

ひらた たけし／美術批評●京都・亀屋清永の清浄歓喜団を頂きました。
奈良時代に遣唐使により伝えられた唐菓子とのこと。千年の歴史ある味
は、神秘的でのっぴきならない菓子でした。

生きとし生ける者が踊らずにいられない、そんな時間が

ある。生きていない者も、踊り狂わずにはいられない瞬間

がやってくる。東野祥子率いるANTIBODIES Collectiveの

同時多発的演出、東野祥子振付による誘発的なダンスと、

音楽家のカジワラトシオの生み出したシステム下の暴動的

よりは言葉通りロケーションであり、観客たちとパフォー

マー達を包んでしまうのだ。

ダンサー達が演じる人物達。白黒の衣装に身を包んだ

女、科学者、密使、お互いを傷付け愛撫する令嬢、山伏

の雰囲気を持つ森林作業者。彼らの滅私的な振舞いは一

方では独善的であるように思った。彼らは彼らのままで別

の何かに変身しようとしていた。イデオロギーを用いる者、

他者を支配する者、進む者、演じる者。既にそういう生を

受けてしまった者は、どうにかして失地回復し、自らの願

望を果たそうとする。そのひたむきさがいつからか没我の

様相を呈し、奇妙な儀式めいたムーヴに統一される。自意

識が薄暮の中に霧消する。

観客はというと、これはもう見ているしかない。だが、

明らかに、目の前で行われているパフォーマンスが一体

何であるかを解釈しようとしていた。そんな表情であり、

鑑賞の姿勢であった。そして面白いのは、あの公演会場

における解釈や批評という作業が、パフォーマンスを行

うダンサー達や回転する電球、耳を壊しにかかってくる

音と同列に扱われていたという事だ。「参加」というより

音楽世界に、灰野敬二がゲストミュージシャンとして参加す

ることで、西部講堂にもたらした豪雨のようなイメージ群は、

この大気に漂う意識たちの耳を容赦なくつんざいた。そん

な風に思えるほど自己の境界が曖昧になる上演だった。

観客が劇場の中を自由に歩き回る回遊形式の作品

であったが、同じ形式の「『A界隈』とは何だったのか？」
（2016年11月西部講堂にて上演）とは若干異なり、上演ス

ペースは少なくなったがダンサーが連携をとる群舞が増

した印象だ。遺構に溜まった瓦礫と思しき廃墟で、ダン

サーが観客の間をすり抜け、スペースを無理矢理にでも

作って踊り、またすぐ移動する。そうした侵食的パフォー

マンスが灰野敬二の音によってさらに衝動性向を増して

いく。「この廃墟であり神殿でもある場所、現実と神話の

狭間に残された空洞の中」。西部講堂に誂えられたのは

まさにそんなロケーションである。回転しながらさかしま

に発光する巨大なモニュメント。講堂の壁に設置された

鉄パイプの回廊はダンサーが走るたびにけたたましい音

を立て、黒い立方体が重なり合う神話的な逆ピラミッド

は頭上に浮く。どれも巨大であるため、舞台美術という

干渉である。が、この作品は、その批評を呼び込むため

の「問い」を投げかける種のものではなかったのではな

いか。轟音と闇の中でヤタケタに、しかし懸命に踊りに

没頭する彼ら。対して観客は、必死に理解し、それが出

来なければ注視し、彼らを受け止めようとするしかない。

言葉に出来ない敬意と共に。

ANTIBODIES Collective
PERFORMANCE IN 西部講堂『残響』
DAY1 ANTIBODIES Collective × 灰野敬二
7月8日（土）

京都大学西部講堂（京都市左京区）

豪雨のち薄暮

ダンス

高橋良明
たかはし よしあき／インタビュアー●３年弱にわたり執筆させていただいた当
レビューの担当も、今回で最後です。ご助力頂いた京都芸術センターご担当
者の皆様、お読みいただいた皆様、誠にありがとうございました。京都の演劇
人にインタビュー 頭を下げれば大丈夫 タカハシ 拝 http://www.intvw.net

図書室休室日：8月31日（木）
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建築S
シンポシオン

ymposion ─日独仏の若手建築家による─
日時： 8月26日（土）－9月3日（日）

※会期中無休・入場無料

会場： グラウンド
監修： 五十嵐太郎（建築批評家、東北大学教授）

参加建築家：ドットアーキテクツ（マスターアーキテクト）、
加藤比呂史、島田陽、スヴェン・プファイファー、
ルードヴィヒ・ハイムバッハ、セバスチャン・マル
ティネス・バラ／バンジャマン・ラフォール

※東アジア文化都市2017京都「アジア回廊 現代美術展」特別
連携事業

［関連企画］
トークイベント①
日時：8月26日（土）18:30－20:00
出演：五十嵐太郎 ほか
オープニングパーティー
日時：8月27日（日）16:00－20:00 
トークイベント②
日時：8月28日（月）18:30－20:00  
出演：スヴェン・プファイファー、ルードヴィヒ・ハイム

バッハ ほか
※入場無料、事前申込不要

主催： 京都市、京都芸術センター、ゲーテ・インスティ
トゥート・ヴィラ鴨川、アンスティチュ・フランセ関西、
ヴィラ九条山

※詳細は特設ウェブサイトをご覧ください
　https://kac-architecture.tumblr.com
※イベント情報（P2）もご覧ください

建築S
シンポシオン

ymposion
─日独仏の若手建築家による─ 

東アジア文化都市2017 京都

「アジア回廊 現代美術展」
アーティストの制作現場から

TO P I C  03

TO P I C  02

京都芸術センターの
グラウンドをどう

捉えるべきか─6月23
日に行われたシンポジウ
ムの冒頭、監修の五十嵐
太郎が建築家たちに問
いかけました。そこは明
倫小学校の校庭として記
憶されていると同時に、
現在は多くの人が訪れ安らぐ公共空間でもあります。フランス出身のセバ
スチャン・マルティネス・バラはグラウンドを、「白線を引けばテニスコート
になり、線を消せば元に戻る白紙のような空間」と捉え、建築物を置くこと
で何か「シチュエーション」を生み出せないか、と提案しました。加藤比呂
史は、建物や街とグラウンドに境界があることに着目。別々に存在してい
るものをつなぐものを置きたい、と語りました。建築家たちは、グラウンド
上に何を建てるかを考える前に、「どのようなシチュエーションを創出した
いか」という観点で議論を進めました。
　8月にはそれぞれの建築家が設計した作品群がグラウンドに並び、
一つの空間を創ります。シンポジウムでは、子どもたちが遊べるように
遊具を置く、涼をとるために水を張り巡らせるなどのアイデアが出まし
たが、果たしてどのように形になっていくのでしょうか。普段、様々な制
約の中で知恵をしぼっている建築家たちが、グラウンドにどのようなシ
チュエーションを生み出すのか、実際に体験してみてください。

　ヒョンギョンは、韓国から留学生として来日し、2011年
に京都市立芸術大学美術研究科で博士号を取得。その
後も京都を拠点に作家活動を行ってきましたが、2014年
春、ニューヨークへと活動拠点を移し、現在も精力的に活
動を続けています。6月から再び京都に滞在し、「アジア
回廊 現代美術展」のための制作に入りました。

─再び京都で制作し展示することについて、期待して
いることありますか？

　京都は以前の活動拠点であり、作品を見てもらって
いた場所なので、京都に来て制作し始めた今、改めて
感じるのは、楽しみとプレッシャーの両方でしょうか。京
都を離れて以降の過去３年間のプロセスを見せず、今
回の作品だけで評価されることも、自分を知っている人
に作品を久々に見てもらえることも、どちらもとても緊張
しますね。限られた時間ですが、自分が納得いくような
作品を作り、いい意味で自分もびっくりしたいし、皆を
驚かせたいと思っています。

─NYへと拠点を移し、アジアの外からみた日本、韓
国について思うことがあれば教えてください。

　どの国も、起きていることや抱えている問題は大体同
じかなと感じています。アートで言えば、米国では政治
や人種差別、性差別などの問題がよく話題にあがりま
すし、それを浮き彫りにしている表現も多数見られます。
その反面、日本と韓国ではそうした社会的問題をアート
が扱うとき、オブラートで包んでいることが多いです。
どちらがいいという訳ではありませんが。

　また、韓国や日本では、米国を含む海外での見られ
方を意識しすぎた作品を見かけることがしばしばあり、
残念に思います。アジアの作家は才能もあるし、面白い
作品もあるけれど、確かに海外で注目されるのは一握
りですね。今、アジアのアートが注目されている流れが
ありますが、受け入れられるまで時間はかかるとは思い
ます。どの国も、それがアートだとしても、新しいものを
受け入れるまで、意外と保守的だなと感じています。

　昨年の夏、京都芸術センターで開催した夏休み企画
展『感覚のあそび場―岩崎貴宏×久門剛史』での展示も
記憶に新しい久門剛史も、6月から京都芸術センターで
制作を始めています。

─今回の展覧会では、二条城の東南隅櫓を使いますね。
空間や建物についてはどのような印象を持たれましたか。

　扉が重たく開けるのが一苦労だったのが印象的で、そ
の入ってはいけない場所に入っていく感覚が最初のイン
スピレーションを生み出しました。中に入ると、長細い格
子の窓から入る光が綺麗だと感じました。ひんやりとして
いて、とても静かでした。人 は々ここで何をしていたのだ
ろうと、柱や床の傷を目でなぞりながら、二条城は大きな
決断がなされた場所だということを思い出していました。

─今回の新作について、教えてください。

　大きな力で小さな声が掻き消されてしまうこともあり
ますが、そんな小さな声は時には的を射た重要なもの
になると信じています。

　私自身は個人的な時間や空間に綺麗なものを見出し
ながら大切に毎日を生きたいと考えているのですが、同
じ時空で社会の大きな決断がなされているときがある。
そういった二つの要素の相互関係をテーマに、二条城
東南隅櫓の全ての空間で光や音をつかった作品を制作
する予定です。

　タオ・フイは、今年度から中国・成都市のA4 Art 
Museumと京都芸術センターとの間ではじめたアーティ
スト・イン・レジデンス・エクスチェンジプログラムで選出
されたアーティストでもあります。7月初旬から京都に滞
在し、リサーチと新作の制作をはじめています。

─京都での滞在は初めてになりますが、京都や日本
にどのような印象を持たれていますか？

　日本に来るのは初めてですが、全く思い描いた通り
でした。街は清潔で安全だし、人々が親切ですね。

─タオ・フイさんは出展作家の中では最も若いアー
ティストです。他の若手アーティストやその周りの状況
について教えてください。

　私には、若いアーティストの友人がたくさんいますが、
そのうちの何人かはすでにプロとして自立しています。
海外で学んだ経験によって、彼らの創作はよりオープン
で国際的になっているけれど、地元のコンテクストとの
結びつきはどんどん弱まっているのではないかと感じて
います。

シンポジウムから2週間で、設計図を描き上げた建築家たち。毎日形が変わる遊具や昼寝ス
ペースなど、体験して楽しめるプランが出てきました。完成が楽しみです。

奥村麻衣子（アートコーディネーター）

Instagramにも日々新しい写真が公開されていますので、ぜひチェッ
クしてみてくださいね！
アジア回廊 現代美術展（@asiacorridor）、ヒョンギョン（@hyongyon）、
久門剛史（@tsuyoshihisakado）、タオ・フイ（@taohui_）

東アジア文化都市2017京都『アジア回廊 現代美術展』の特別連携事業として、8月26日から9日間、
建築物が京都芸術センターのグラウンドに現れます。公共施設の設計や国内外の芸術祭への出展な
ど、多様な経験や背景を持つ日独仏の若手建築家6組が、建築プロジェクトに挑みます。

今回の展覧会では、これまで京都芸術センターとも縁の深
いアーティストが多数出展します。開催に向けて、準備を進
めるアーティストたちの姿を紹介します！

©KUMIKOmini

ヒョンギョン

久門剛史

タオ・フイ（陶輝）

ヒョンギョン（韓国） 久門剛史（日本）

タオ・フイ（中国）

4

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


